
第２回定例会

主な内容 ２・３面…一般質問 ４面…可決された議案ほか
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令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を

全
会
一
致
で
可
決

今
回
の
定
例
会
で
は
、
１３
名
の
議

員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
を
は
じ
め
と
す

る
区
長
提
出
議
案
等
３２
件
と
、
皇
室

の
伝
統
に
基
づ
く
安
定
的
皇
位
継
承

を
確
保
す
る
た
め
の
法
整
備
の
早
期

実
現
を
求
め
る
意
見
書
（
下
欄
参

照
）
な
ど
議
員
提
出
議
案
６
件
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

小菅東スポーツ公園内の日本庭園

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
３
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。
各
会
派
の
賛

否
は
４
面
に
掲
載
）

皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
安
定
的
皇
位
継
承
を
確
保
す
る
た
め
の
法
整
備
の

早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
分

国
会
お
よ
び
政
府
に
対
し
、
皇
族
数
の
減
少
と
い
う
現
実
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
政
争
の
具
と
す
る
こ
と
な
く
、
超
党
派
に
よ

る
真
摯
か
つ
速
や
か
な
論
議
を
促
進
し
、
今
特
別
国
会
に
お
い
て
皇
室
典

範
改
正
を
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
と
法
的
枠
組
み
の
整
備
を

求
め
る
意
見
書
分

国
に
対
し
、
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
個
人
の
尊
厳
を
保
ち
、
社
会
か
ら

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
生
活
し
、
就
労
や
学
び
な
ど
社
会
参
加

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
取
り
組
む
よ
う
強

く
求
め
る
。

①
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
を
対
象
と
し
た
包

括
的
な
支
援
の
基
本
理
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

②
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
実
態
把
握
、
相
談
支
援
、
情
報
提
供
、

休
息
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
分
野
横
断
的
に
取
り
組
む
法
的
枠
組
み
を
整

備
す
る
こ
と
。

③
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
安
定
的
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

④
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
を

推
進
す
る
こ
と
。

住
ま
い
の
安
定
と
居
住
支
援
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書
分

国
に
対
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

①
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
新
た
な
「
住
宅
手
当
」
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
既
存
の
家
賃
補
助
制
度
の
対
象
拡
大
と

補
助
額
の
引
上
げ
を
図
る
こ
と
。

②
居
住
支
援
法
人
等
の
活
動
を
支
援
し
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
居

住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
の
整
備
や
、
孤
独
死
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
周
知
を
推
進
す
る
こ
と
。

③
高
齢
者
の
健
康
管
理
や
遠
隔
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
等
を
活
用
し
た
次
世
代
住
宅
の
実
用
化
を
推
進
し
、
高
齢
期

に
備
え
た
相
談
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

④
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅
の
空
き
住
戸
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
定
期
借

家
・
低
い
家
賃
で
貸
し
出
す
仕
組
み
を
全
国
に
広
げ
、
子
育
て
世
帯
等
へ

の
家
賃
減
額
や
所
得
要
件
の
緩
和
を
行
う
こ
と
。

⑤
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
額
を
現
行
の
家
賃
相
場
に
見
合
う
水
準
へ

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
差
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
基
準
設
定
を
可
能

と
す
る
こ
と
。

可
決
さ
れ
た
議
案
等

議
案
名
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
議
案

（
各
会
派
の
賛
否
は
４
面
参
照
）

【
区
長
提
出
議
案
等

３２
件
】

予

算

１
件

▼
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２２
億
８
千
１０８
万
４

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
千
８５２
億
４

千
１０８
万
４
千
円
と
す
る
。

一
部
を
改
正
す
る
条
例

９
件

▼
行
政
手
続
条
例
分

行
政
手
続
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
公
示
送

達
の
方
法
を
改
め
る
。

▼
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例

報
酬
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
所
要

の
改
正
を
す
る
。

▼
区
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例

学
校
医
お
よ
び
学
校
歯
科
医
に
係
る
休
業

補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基

礎
額
を
改
め
る
。

▼
特
別
区
税
条
例
分

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

▼
事
務
手
数
料
条
例

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
す
る
。

▼
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
規
定
の
整
備
を
す
る
。

▼
地
区
計
画
及
び
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画

の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例

４
面
に
続
く

本会議（一般質問等）

本会議（一般質問、議案の付託、議案の議
決等）
常任委員会（保健福祉、建設環境、文教、総務）
特別委員会（新庁舎整備・現庁舎跡地活用）
特別委員会（新庁舎整備・現庁舎跡地活用、
危機管理対策、地域交通政策推進）
議会運営委員会

本会議（議案の議決等）

６月 ４日

５日

８～１１日

１５～１７日

１９日

２２日

葛飾区議会公式サイト https://www.katsushika-kugikai.jp/




